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⑴　日本国憲法は，1946年11月 3日に公布され，翌
よく

年
ねん

5月 3日に施行され

た。 5月 3日は，憲法記念日として国民の祝日（㋓）になっている。

⑵　日本国憲法の 3つの原則（㋐）

①　国民主権…主権は，国民にある。政治の主人公は国民であり，政治
は国民の考えによって進められる。

②　基本的人権の尊重…国民が生まれながらに持つ権利を保
ほ

障
しょう

する。

③　平和主義…二度と戦争をしない。
⑶　日本国憲法と大日本帝国憲法とのちがい（㋑）
①　主権…日本国憲法では国民にある。大日本帝国憲法では天皇にあった。
②　基本的人権…日本国憲法ではおかすことのできない永久の権利とし
て保障している。大日本帝国憲法では法律の範囲内で認められていた。

　

⑴　天皇の地位と仕事（㋒）
①　天皇は，日本の国や国民全体のまとまりの象徴である。
②　天皇には，国の政治に関する権限はなく，憲法で定められた仕事（国事行為）だけを，内閣の助言と
承認にもとづいて行う。

⑵　国民主権（㋔）
①　国会が憲法改正を発

はつ

議
ぎ

したあと，国民投票で過半数の賛成

があれば，憲法の改正ができる。

②　国会に対しては，選挙で議員を選ぶことができる。
③　最高裁判所に対しては，裁判官の国民審

しん

査
さ

を行い，裁判官

が適任か不適任かを判断することができる。

④　地方自治においては，都道府県知
ち

事
じ

，市（区）町村長，地方

議会の議員を選挙で選ぶことができる。また，条
じょう

例
れい

の制定な

どの請
せい

求
きゅう

を出すことができる。

国
民
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権
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本
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平
和
主
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し
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け
ん
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ょ
う

日本国憲法
けんぽう

▲㋐日本国憲
けん

法
ぽう

の ３つの原則
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棄
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院
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国会に対して責任
独立して裁

さい

判
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日本国憲法

1889年 2 月11日発
はっ

布
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1890年11月29日施行

天
てんのう
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法
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律での範
はん

囲
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内だけ
で認
みと

める
天皇の軍隊，兵

へい

役
えき

衆議院・貴
き

族
ぞく

院
いん

天皇に対して責任
天皇の名で裁判

大日本帝国憲法

▲㋑日本国憲法と大日本帝
ていこく

国憲法 ▲㋒日本国憲法での天皇の地位と仕事

●　�天皇は，日本国の象
しょう

徴
ちょう

であり，日本国
民の統合の象徴であって，この地位は，
主権を持つ日本国民の総意にもとづく。

●　�天皇は，国の政治についての権限はい�
っさい持たず，内

ない

閣
かく

の助言と承
しょう

認
にん

にも
とづいて，次の仕事（国事行為）を行う。

○　内閣総理大臣・最高裁判所長官の任命
○　憲法改正，法律や条約の公布
○　国会の召

しょうしゅう

集，衆議院の解散　など

日本国憲法の特色�1
１ 月 １ 日
１ 月の第 2月曜日
2月11日
2 月23日
春分日
4月29日
5 月 3 日
5 月 4 日
5 月 5 日
7月の第 3月曜日
8月11日
9 月の第 3月曜日
秋分日
10月の第 2月曜日
11月 3 日
11月23日
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成人の日
建国記念の日
天皇誕
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生
じょう

日
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昭
しょう

和
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敬
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老
ろう
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スポーツの日
文化の日
勤
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感謝の日

▲㋓国民の祝日

国民主権�2

しるし

内閣総理大臣や最高裁判所長官の任命，国会の召集など
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憲法改正

国　会 最高裁判所 地方自治
じ ち

国　　民

▲㋔国民主権

参政権

地方自治を行う都道府県や市（区）町村を，地方公共団体（地方自治体）という

地方公共団体が定める独自の決まり

直接請求

憲法とわたしたちのくらし1
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用語をチェックしよう　次の用語を書こう。
⑴　日本国憲法の 3つの原則の 1つで，主権が国民にあること。

⑵　日本国憲法の 3つの原則の 1つで，国民が生まれながらに持つ権利

を保障すること。

⑶　日本国憲法の 3つの原則の 1つで，二度と戦争をしないこと。

⑷　1889年 2月11日に発布された憲法。

⑸　日本国憲法で，日本の国や国民全体のまとまりの象徴（しるし）とさ
れている人物。

⑹　⑸が行う，憲法で定められた仕事。
⑺　⑹の仕事に対して，助言と承認を行う国の機関。
⑻　国会が憲法改正の発議をしたあと，国民に改正の賛

さん

否
ぴ

を問うために

行われること。

⑼　最高裁判所の裁判官に対して，国民が行う信任投票。

日本国憲法の特色　次の文中の にあてはまることばを書こう。

⑴　大日本帝国憲法を改正してつくられた は，1946年に公布され，

1947年から施行された。

⑵　 とは，主権が国民にあるということである。

⑶　 の尊重とは，人間らしく生きるための権利を保障するという

ことである。

⑷　 とは，二度と戦争をしないということである。

⑸　主権は，日本国憲法では国民にあるが，大日本帝国憲法では
にあった。

⑹　日本国憲法では，基本的人権は，おかすことのできない の権

利として保障されている。

国民主権　次の問いの答えを書こう。
⑴　天皇は，日本の国や国民全体のまとまりの何であるとされていますか。
⑵　天皇は，憲法で定められた仕事を，どこの機関の助言と承認にもと
づいて行いますか。

⑶　天皇は，国会が指名した内閣の最高責任者を任命します。この最高
責任者を何といいますか。

⑷　天皇が召集する，国の会議は何ですか。
⑸　国民は，最高裁判所の裁判官に対して，適任か不適任かの信任投票
を行います。これを何といいますか。

⑹　国民は，都道府県知事や市（区）町村長，地方議会の議員を選ぶとき
に，どのような方法で選びますか。

1

2
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⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

1回目

問／21問

2回目

問／21問

いくつ正しく
できたかな？やってみよう
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⑴　基本的人権の尊重（㋕）
①　自由の権利…生命や身体，思想や学問，信教，言論
や集会，居住・移転の自由や，職業を自由に選ぶ権利。
②　平等の権利…個人の尊重，法のもとの平等。
③　人間らしく生きる権利…健康で文化的な最低限度の生活を
営む権利，教育を受ける権利，働く権利，労働者が団結する権利。

④　その他の権利…政治に参加する権利，裁判を受ける権利など。
⑤　新しい権利…知る権利や環

かん

境
きょう

権，プライバシーの権利など。

⑵　平等な社会を実現するため，バリアフリーやユニバーサルデ
ザインが広まってきている。

⑶　社会保
ほ

障
しょう

（㋖）

①　生存権を守るために，国が行う制度が社会保障である。
②　社会保障には，年金保険・医

い

療
りょう

保険などの社会保険や，最

低限の生活ができない人々を援
えん

助
じょ

する公
こう

的
てき

扶
ふ

助
じょ

，働くことが

むずかしい人々の生活を保障・援助する社会福
ふく

祉
し

，感
かん

染
せん

症
しょう

な

どを予防する公
こう

衆
しゅう

衛
えい

生
せい

がある。

⑷　国民の義務
　日本国憲

けん

法
ぽう

に，子どもに教育を受けさせる義務・働く義務・
税金をおさめる義務の 3つの義務が定められている（㋗）。

⑴　日本国憲法前文と第 9条（㋘）で平和をちかっている。

⑵　日本国憲法第 9条で，戦争によって外国との争いを解決しな

い，そのために戦力を持たないことを定めている。なお，政府

は，防衛組織である自衛隊は戦力にはあたらないとしている。

⑶　原
げん

子
し

爆
ばくだん

弾（原爆）の被
ひ

害
がい

をふたたびくり返さないため，国会と

政府は，非
ひ

核
かく

三原則（㋙）を確
かくにん

認している。

　 　 　 　 　

　

　 　 　 　

　 　

生命や身体の自由 思想や学問の自由

個人の尊
そん

重
ちょう

，法のもとの平等
健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利
（生

せい

存
ぞん

権
けん

） 教育を受ける権利

居住・移転や職業
を選ぶ自由

信教の自由 言
げん

論
ろん

や集会の自由 働く権利 労働者が団結する権利
政治に参加する権利
（参

さん

政
せい

権
けん

） 裁
さい

判
ばん

を受ける権利

▲㋕国民の基本的人
じん

権
けん

の例

1989年，国際連合は 「子どもの権

利条約」を採
さいたく

択した。これは，世界

中の子どもの教育や生きる権利，

幸福を保
ほ

障
しょう

するもので，日本も1994年にこ

の条約を認
みと

めているよ。

ちょっともの知り 子どもにも権利がある

基本的人権の尊重�3

生存権

参政権　　

国や地方公共団体（地方自治体）に情報公開を求める権利など

障がいのある人や高齢者のさまたげをなくす すべての人にとって便利
になるデザイン

▲㋗国民の ３つの義務

税金をおさ
める義務 働く義務

子どもに教育
を受けさせる
義務

計
36.9
兆円

年金給付
35.5％

い りょう

ふく し

かい ご

11.7

その他 1.4

少子化対策 8.5
（2023年度） （財務省資料）

医療給付
32.9

社会
福祉

10.0

介護
給付

▲㋖社会保障費のうちわけ

老後の生活費などを助ける

病院の治療（ちりょう）費などを助ける

子どもやお年寄り，身体が不自由な人など

義務があるのは保護者。子どもは教育を受ける権利をもつ

平和主義�4

　日本国民は，正義と秩
ちつ

序
じょ

の上にたつ国
際平和を心から願って，戦争や，武力を
用いることは，国々の間の争いを解決す
る手
しゅだん

段としては，永久にこれを放
ほう

棄
き

する。
　この目的を達するため，陸海空軍その
他の戦力は持たない。国の交戦権は認め
ない。

▲㋘日本国憲法第 ９条

シビリアンコントロール（文民統制）のため最高司令官は内閣総理大臣

　核
かく

兵
へい

器
き

を「もたない，つくらない，
もちこませない」

▲㋙非
ひ

核
かく

三原則
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用語をチェックしよう　次の用語を書こう。
⑴　生命や身体，思想や学問，信教，言論や集会，居住・移転の自由や，
職業を自由に選べる権利のこと。

⑵　個人の尊重，法のもとの平等などの権利のこと。
⑶　健康で文化的な最低限度の生活を営む権利，教育を受ける権利，働
く権利，労働者が団結する権利のこと。

⑷　健康で文化的な最低限度の生活を営む権利のこと。
⑸　日本国憲法が保障する，健康で文化的な最低限度の生活を営む権利
を守るために，国が行っている制度。

　⑹　日本国憲法が定める，国民の 3つの義務。

⑺　戦争によって外国との争いを解決しない，そのために戦力を持たな
いことを定めている，日本国憲法の条文。

⑻　原子爆弾（原爆）の被害をくり返さないための，核兵器に対する原則。

基本的人権の尊重　次の文中の にあてはまることばを書こう。

⑴　自由の権利としては，生命や身体，思想や ，信教，言論や集

会，居住・移転の自由や職業を選ぶ自由がある。
⑵　平等の権利としては，個人の ，法のもとの平等がある。

⑶　人間らしく生きる権利としては，健康で文化的な最低限度の生活を
営む権利， を受ける権利，働く権利などがある。

⑷　健康で な最低限度の生活を営む権利を，生存権という。

⑸　その他の権利としては，参政権や を受ける権利などがある。

⑹　国や地方公共団体（地方自治体）は，国民の 権利にこたえて，

情報を公開するしくみを整えている。

⑺　社会保障のうち，年金保険や医療保険などのしくみを という。

⑻　働くことがむずかしい人々の生活を保障・援助するための社会保障
として がある。

⑼　日本国憲法は，子どもに を受けさせる義務，働く義務，税金

をおさめる義務の 3つの義務を定めている。

平和主義　次の問いの答えを書こう。
⑴　平和へのちかいは，日本国憲法のどこと第 9条に書かれていますか。

⑵　戦争によって外国との争いを解決しない，そのためには何を持たな
いと，日本国憲法は定めていますか。

⑶　核兵器を「もたない，つくらない，もちこませない」という，日本
が決めた核兵器に対する原則を何といいますか。

1

2

3

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑻

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑼

⑴

⑵

⑶

⑺第 条

⑻

1回目

問／22問

2回目

問／22問

いくつ正しく
できたかな？やってみよう
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日本国憲
けん

法
ぽう

と大日本帝
ていこく

国憲法を比べた右の表を見て，次の問いに答えなさい。� （ ３点× ８）

⑴　表中の下線部①について，日本国憲法が施
し

行
こう

さ

れたのは，何月何日ですか。また，その日は国民

の祝日になっています。何という祝日ですか。

	 月日　　　　　　　　　　　　
	 祝日　　　　　　　　　　　　

⑵　表中の ⓐ～ⓓにあてはまることばをそれ
ぞれ答えなさい。　ⓐ

　　　　　　　　　　ⓑ
　　　　　　　　　　ⓒ
　　　　　　　　　　ⓓ
⑶　表中の Ｘ にあてはまる文を「法

ほう

律
りつ

」のことばを使って答えなさい。

⑷　表中の下線部②について，このことは日本国憲法の第何条に書かれていますか。� 第　　　　　条

日本国憲法について，次の問いに答えなさい。� （ ２点×10）

⑴　右の図 1は，日本国憲法の 3つの原則を示しています。次

のＡ～Ｃの文を参考にして，図 1中のＡ～Ｃにあてはまる原
則をそれぞれ答えなさい。

Ａ　政治は，国民が中心となって進められる。
�

Ｂ　人間が生まれながらにして持っている，人間らしく生き
るための権利を保

ほ

障
しょう

する。�

Ｃ　二度と戦争をしない。�
⑵　右の図 2は，図 1中のＡを具体的に示したものです。図 2

中の ①～④にあてはまることばをそれぞれ答えなさい
（ 2つの ② には同じことばが入ります）。

　①　　　　　　　　　　　　　②
　③　　　　　　　　　　　　　④
⑶　日本国憲法に定められている，天皇の地位と仕事について
述べた次の文中の（　　）①～③にあてはまることばをそれぞ
れ答えなさい（ 2つの（　①　）には同じことばが入ります）。
・天皇は，日本国の（　①　）であり，日本国民の統合の�
（　①　）であって，この地位は，政治の主人公である国民の総意にもとづく。
・天皇は，国の政治についての権限はいっさい持たず，（　②　）の助言と承

しょう

認
にん

にもとづいて，この憲

法で定められた仕事である（　③　）だけを行う。
　　　　①　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　③

1

制　定

主
しゅけん

権者
しゃ

軍　隊

国　会

内
ない

　閣
かく

裁
さいばんしょ

判所

基本的
　人権

1946年公布

①1947年施
し

行
こう

ⓐ

②戦力を持たない
衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

・ ⓒ

国会に対して責任

独立して裁判

おかすことのできな
い永久の権利

日本国憲
けん
法
ぽう

大日本帝
てい
国
こく
憲法

1889年発
はっ

布
ぷ

1890年施行
ⓑ

Ｘ

天
てんのう

皇の軍隊

衆議院・ ⓓ

天皇に対して責任

天皇の名で裁判

2

日本国憲法

A B C

図 １

知
事
・
市（
区
）町
村

長
・
議
員
を

条
例
の
制
定
な
ど
の

最
高
裁
判
所
裁
判
官

の議
員
を

ち

じ

じ
ょ
う
れ
い

憲法改正

国　会 最高裁判所 地方自治
じ ち

国　　民

②

②

① ④
③

図 ２

／100点

得点

月問題をとこう 日

できた分だけぬりましょう。
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次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。� （ ３点×12）

わたしたちは，人間らしく生きる権利を生まれながらに持っている。この権利を基本的人権とい

う。日本国憲法第11条は，「国民は，すべての基本的人権を生まれながらに持っている。この憲法が

国民に保障する基本的人権は，おかすことのできない Ａ の権利として，現在および将
しょう

来
らい

の国民

にあたえられる。」としている。基本的人権としては，ⓐ個人の尊
そん

重
ちょう

・法のもとの　　　，ⓑ思想お
よび学問の自由，集会・結社および　　　・出版の自由，居住・移転および職業を選ぶ自由，ⓒ政
治に参加できる権利や裁判を受ける権利，さらに，ⓓ　　　で文化的な最低限度の生活を営む権利，
　　　を受ける権利，働く権利，労働者が　　　する権利など，多くの条文で国民の基本的人権を

保障している。また，国民には守らなければならない義務もある。それは，子どもに Ｇ を受け

させる義務，働く義務， Ｈ をおさめる義務である。

⑴　文中の Ａ～Ｈにあてはまることばをそれぞれ漢字 2字で答えなさい。

　　　　　Ａ　　　　　　　　　　　　　Ｂ　　　　　　　　　　　　　Ｃ
　　　　　Ｄ　　　　　　　　　　　　　Ｅ　　　　　　　　　　　　　Ｆ　
　　　　　Ｇ　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　　　　　　　　　　
⑵　次の文は，文中の下線部ⓐ～ⓓのどの権利にあたりますか。それぞれⓐ～ⓓの記号で答えなさい。
①　ぼくの家は，お父さんもお母さんも学校の先生です。でも，ぼくは将来，プロ野球の選手になり
たいと思っています。

②　わたしのいとこは，今年18才になりました。いとこは，「選挙に行かないで，投票する権利をすて

ている人が増えているけれど，選挙はわたしたちの願いをかわりに実現してくれる人を選ぶ大切な

ものだよ。」といって投票に行きました。

⑶　文中の， Ｄ で文化的な最低限度の生活を営む権利を守るために，社会保障の制度が整えられま

した。この制度について，次の問いに答えなさい。

①　右のグラフは，2023年度の国の社会保障費のうちわけを

示したものです。年金給付にあてはまるものをグラフ中の

ア～エから選び，記号で答えなさい。�

②　社会保障の制度のうち，老後を安心してすごすための年金保険や，病気やけがをした場合に適用
される医

い

療
りょう

保険，失業した場合に給付される雇
こ

用
よう

保険などは何という制度にふくまれますか。

この問題はちょっとむずかしいよ　次の問いに答えなさい。� （ ４点× ５）

⑴　次の日本国憲法第 9条の にあてはまることばをそれぞれ答えなさい。

日本国民は，正義と秩
ちつじょ

序の上にたつ国際平和を心から願って，国権の発動としての ① と，武力

を用いることは，国と国の間の争いを解決する手
しゅだん

段としては，永久にこれを放
ほう

棄
き

する。

この目的を達するため，陸海空軍その他の ② は持たない。国の ③ 権は認
みと

めない。

　　　　　①　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　③　
⑵　現在，日本には陸・海・空の という組織があります。この組織が戦争のために使われないよ

うにすることが大切です。 にあてはまることばを答えなさい。

⑶　国会と政府が確認した，次の非
ひ

核
かく

三原則の にあてはまることばを答えなさい。

核兵器を「もたない，つくらない， 」

3

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

計
36.9
兆円

ア
35.5％

その他 1.4

エ 8.5
（2023年度） （財務省資料）

医療給付
32.9

い りょう

イ
11.7
ウ
10.0

4
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次の問いの答えを書こう。

⑴　日本国憲
けん

法
ぽう

が施
し

行
こう

された日は，憲法記念日として国民の祝日になっています。憲法記念日は何月何

日ですか。

⑵　日本国憲法は，政治の主人公は国民であり，政治は国民の考え方によって進められるとしています。
この憲法の原則を何といいますか。

⑶　日本国憲法は，国民が生まれながらに持っている権
けん

利
り

を，おかすことのできない永久の権利として

保
ほ

障
しょう

しています。この憲法の原則を何といいますか。

⑷　日本国憲法は，第 9条で，二度と戦争をしないことを定めています。この憲法の原則を何といいま

すか。

⑸　大日本帝
てい

国
こく

憲法では，主権はだれにありましたか。

⑹　日本国憲法では，天
てん

皇
のう

は日本の国や国民全体のまとまりの何であるとしていますか。

⑺　天皇は，憲法で定められた仕事を，内
ない

閣
かく

の助言と承
しょう

認
にん

にもとづいて行います。この天皇の仕事を何

といいますか。

⑻　国民は，最高裁
さい

判
ばん

所
しょ

の裁判官に対して，適任か不適任かの信任投票を行います。これを何といいま

すか。

⑼　日本国憲法は，すべての国民は健康で文化的な最低限度の生活を営む権利があると定めています。
この権利を何といいますか。

⑽　⑼の権利を具体化するために，国が整えている制度を何といいますか。

⑾　⑽の制度のうち，年金保険や医
い

療
りょう

保険，雇
こ

用
よう

保険などのしくみを何といいますか。

⑿　原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

（原爆）の被
ひ

害
がい

をふたたびくり返さないために，日本の国会と政府が確認している核
かく

兵器に

対する原則を何といいますか。

次の文は，日本国憲法の前文の一部をやさしく書き直したものです。これを読んで，あとの問いに答

えなさい。

⑴　文中の下線部①・②は，日本国憲法の原則について述べています。①・②にあてはまる原則をそれ
ぞれ答えなさい。� ①　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　

⑵　文中の下線部①に関して，日本はこの原則を守るために，陸軍・海軍・�
空軍の戦力を持たないことを定めていますが，日本には，自国を守るた

めの防衛組織があります。この組織を何といいますか。

1

2

　日本国民は，わたしたちと子孫のために，世界の人々となかよく協力し合い，自由のもたらす恵
めぐ

みを国の全体にわたって確かなものとし，政府の手によって①ふたたび戦争の災
わざわ

いがおこることの

ないように決意し，②主権が国民にあることを宣
せん

言
げん

して，この憲法を定める。

前文にも憲法

の原則が書か

れているのよ。

ピラミッドクラブ
こ でこ 確 認
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国民の 3つの義務をえがいた左の絵を見て，次の文中の にあてはまることばや記号を書こう。

⑴　Ａの絵は，子どもに を受け

させる義務をえがいたものである。

　

⑵　Ｂの絵は，仕事について 義

務をえがいたものである。

　
⑶　Ｃの絵は， をおさめる義務をえがいたものである。

⑷　Ａ～Ｃの義務のうち，権利でもあるものは である。

①　すべての国民は，法のもとに平等であって，人種，考え方，性別，社会的身分や家
いえ

柄
がら

で差別されない。

②　すべての国民は，健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を持つ。
③　集会，結社，および言

げん

論
ろん

，出版その他の一切の表現の自由は，これを保障する。

④　住居の場所や引っこしを決定すること，職業を選ぶことの自由がある。
⑤　満18才以上の国民によって，国会議員や地方議会議員などを選ぶことを保障する。

⑥　すべての国民は，法
ほう

律
りつ

が定めるように，その能力に応じて，平等に教育を受ける権利を持つ。

⑦　裁判所において，裁判を受ける権利をうばわれない。
⑧　すべての国民は，勤

きん

労
ろう

の権利を持っている。

⑨　奴
ど

隷
れい

のようなあつかいを受けることはない。また，犯罪に対する罰
ばつ

以外では，苦
く

役
えき

をさせられない。

①　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤　　　　⑥　　　　⑦　　　　⑧　　　　⑨　　　

3
Ａ Ｂ Ｃ

平等の権利

エ

自由の権利

ア

イ

ウ

その他の権利

オ

カ

人間らしく生きる権利

キ

ク

ケ

中学
　への
キャラバン

公民◆　次の文は，国民の権利についての日本国憲法の内容です。�

①～⑨の権利に対応するイラストをあとのア～ケから選び，記号で答えなさい。




